
や ハヽ

↓ 同 ｒ 　 ｏ
，
Ｗ ヽ

，
Ｎ 【 ｏ 【

” ＞ Ｘ 　 ｏ
，
で ヽ

，
い 澪 ド

彗 墨 「 コ 壼 Ｈ シ や 畿 ― ヾ ヽ ト ー 」 絆 Ｓ 書 熙 ゆ 鉢 剛 載 ０ 鋼 讐 憾 中 粛 斌 督 ｃ 卜 馬 帰 斗 ｏ

「 ― べ 一 ” ′ 潔 ゛ や ミ リ 　 　 　 」 （ “ 首 一 汁 　 「 、 一 ｎ ξ 総 鎌 Ｓ 譴 や 石 ” か

ψ Ｓ
，
ｏ も ” 叫 Ｃ バ 碑 ′ 「 訓 Ｓ 湘 武 （ 謗 鐵 ， ，
汁 ｃ 熙 嗜 ｏ

訓

﹈ ） 洵 前 拇 撻 　 Ｏ Ｎ ｏ ｏ １ ０ い ｏ ｏ 囀 （ 鵬 詳 翔 前 コ 漱 ＝ あ ｏ 鸞 ＝ 言 １ ８ 曽 ゞ Σ ）

Ｎ ） 図 鍛 ・ 綱 河 ω ｌ 卜
，
＝ ぷ ド ヘ 汁 言 識 潤 ゛ ０ 尋 バ 「 け τ ｏ

ω ） 満 憫 層 ＝ 寺 へ ゝ 碑 ｍ 番

卜 ） 苺 盲 田 　 埼 ヽ い ７ ロ

い ） 磁 傘 嶺 辞 （ 「 訓 ０ ５ 弩 ざ サ ０ ヽ 辞 （ 絆 濠
，
Ｃ 帰 斗 ）

○ ＝ 叫 ” Ｓ 翔 舗 ０ 裳 際 呼 汁 再 「 ＞ ｘ

Ｏ ヽ 日 ヽ に ― （ 藤 蘭 む ” ε 薄 通 く ヽ プ 歯 中 ０ ■ べ 「 は
， ｏ
叶 汁 晉

囀 ∈ 汁 ゛ Ｏ ψ コ 職 Ｃ バ 「 け ５ ｏ や 絆 ン コ 碑 薗 導 ０ 薄 畔 ” ′ 計 囀 洋

（ ′ 叶 汁 痴 対 嶺 斗 碑 Ч 十 ゝ プ 翡 ル （ 絆 剛 τ ｃ 叶 嗜 し

〇 醐 中 ゝ ― や

湖 　 冷 　 Ｚ 郵 Ч ｒ 『 く ｏ 　 　 ” ｘ ｃ ｓ ω ８

甲 ヨ 』 　 　 　 ｏ お ◎ お 江 Ｆ Ｒ む

０ ） 壽 ゛
○ ― 澪 Ｓ ＞ 再 φ 籠 璃 （ ” か ” ψ ″ 労 か ２ 〈 Σ 聡 碑 欄 翫 萬 畔 サ ざ ぷ ” ψ 計 翔 ，Ｃ 叫 ） ｏ

Ｏ 曇 鎌 冷 ′ 露 慾 ゛ 喜 翔 釧 剛 測 石 泄 ン Ｓ “ ” ｏ

Ｏ 清 寄 碑 「 （ む か ″ ｃ 汁 」 訓 （ 「 （ 嗜 ′ 帰 〕 」 訓 碑 酵 尋 い ｏ

Ｏ サ 裂 嘉 滞 畔 ” ｏ ｃ サ Ｃ ′ 洋 丼 ′ 淋 馴 剛 訓 Ｓ ＞ ゛ 戯 町 碑 鷲 畔 ” （ 洋 ψ “ 館 ゛

伊 卜 ・

〇 慣 自 ′ 翔 中 歯 戯 句 碑 ヽ ヽ い ） 剛 訓 中 翔 聖 館 嗜 い ｏ 沖 醜 Ｃ 鶏 ｓ 南 Ｃ 蒋 ψ 鹸 ゆ

碑 節 営 洩 尋 ２ ヽ ヽ そ Ｏ ｅ ′ ） ¶ ヾ （ ｃ ） 漣 ｏ ” ｃ ′ 燎 「 再 ”
，
Ｃ 田 ｕ 館 ｃ

バ ” ５ ｏ

キ ヽ コ 中 市 博 中 冷 （ 嗜 功 ″ 飾 蒲 ３ 再 碑 動 海 隣 （ 済 ０ 曖 ４ べ ，
汁 洩 ” 叫 嗜 ｏ

キ や い ２ 〈 ヽ 日 ヽ 氏 ― ‘ ゝ ヽ 日 ヽ 醸 詢 （ 絆 際 ｓ ，
汁 洩 喜 ざ 菫 ＝
，
百 対 ｃ 咄 ） ｏ

キ 針 む 湮 漱 ０ 酪 挙 冷 逍 漱 高 翔 爺 羊 鶏 悌 冷 ′ 醐 挙 冷 中 “ 訓 ン ０ 卜 富 む 凛 ｓ 「 け ， ｏ

、ヽ 「 〓 一 　 一 〓 　 一 一 　 　 一

メ ■ 一

い 。 蒋 Ｈ Ｓ 頭 ● 取 ■ 【 漑 醸
Ｓ ド ド ゛ 書 翻 鮮 ヘ ヨ ン ＾ 計 一 ● ・

Ｎ ・ 嶽 彗 蒙 （ い Ｏ Ｎ 嶽 海 ） ０ 前 悌 冷 母 へ 腱 ン 〈 計 ” ，
・

い 。 硫 海 諄 料 ド Ｓ 計 Ｓ “ 回 鵡 Ｓ 酵 ョ ′
『 ＝ ｒ 饉 へ 譴 ン 〈 徹 “
，
ｏ

（ い ド コ Ｃ 構 ゅ 藤 コ ト ” ｃ べ 〈 、 ” ，
）

`:
ヽ
li

イ
~

`‐
■

=FIハ
も
■

出 醸 》

「 い 鍬 」 剛 舗 曹 憾 欝 競
湘 泌 ” 楡 し́ Ｎヽ マ ロ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ． ．

勲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む ど ヽ

ト シ や 哉 ― マ ヽ ト ー や ヽ ヽ ― 諭 満 襲

副 】 Ｒ 　 測 ＝ 戦 辞 図 計 硼 Ｅ ” ― 昴 ― 一

溜 社 い 瞬

終ヽ き ま い や 、 ふ Ｔ Ｔ ａ

料 や ヾ
，
で 、 「 嶼

（
，
■ ざ サ 鮮 Ｏ べ 圏 ざ ＾ 〈 Ｎ ” ，
）

添 ふ 燕 ぶ ぶ

聡 崚欺

一 滞 漁 州 瀞

訃 　 　 酪 ゛

き
麟 ョ

％ ０ 「
はヽ つ ヽ し ％ヽ

口 臓 琳 中

゛ ． 一 　 ヽ 、 ． ｃ 、

ヽ 下 　 ― バ

螢 常 （ こ ） ． ） ）

ヽ 自 測

Ｈ 国 ｒ

） い ヽ

ミ ヽ ヽヽ 「 ′ 紺 ヽ 「 ゛ ヾ 蒻 ミ ■ 學 ＼ 珠 ← υ

'l
R



記念原産大会の自己点検

日本原子力産業会議

１

１

１

‐

‐

一
　
「逆
風
」
は
自
ら
招
い
た
も
の

西
欧
の
あ
る
代
表
的
な
原
子
力
専
門
誌
は
、

去
る
四
月
の
第
三
〇
回
原
産
年
次
大
会
の
様
子

を
「最
大
の
参
加
者
数
、
だ
が
原
子
力
側
か
ら

は
寂
と
し
て
声
無
し
」
と
報
じ
た
。
後
述
の
よ

う
に
二
日
日
夜
の
「市
民
会
合
」
な
ど
、
結
構

本
音
の
議
論
も
戦
わ
さ
れ
た
が
、
こ
の
報
道
も

一面
で
的
を
射
て
い
る
。

大
会
の
準
備
に
当
た
っ
た
「委
員
会
」
は
、
評

論
家
田
原
総
一朗
氏
を
座
長
に
僅
か
一〇
名
、
う

ち
原
子
力
側
は
四
人
だ
け
で
過
半
は
批
判
な
い
し

中
立
の
立
場
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
た
。
そ
の
第

一回
会
合
で
、
三
〇
回
記
念
の
こ
の
大
会
の
特
色

を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
、
を
論
じ
た
。

そ
れ
は
、
現
在
の
原
子
力
を
め
ぐ
る
「逆

風
」
は
、
関
係
者
は
マ
ス
コ
ミ
の
せ
い
な
ど
に

し
が
ち
だ
が
、
実
は
そ
の
原
因
の
殆
ど
は
、
原

子
力
側
の
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ

は
何
も
最
近
の
「も
ん
じ
ゅ
」
や
東
海
ア
ス

フ
ア
ル
ト
固
化
施
設
の
失
態
に
始
ま
っ
た
事
で

は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
態
を
洗
い
ざ
ら

い
明
ら
か
に
し
、
原
子
力
関
係
者
に
じ
っ
く
り

聞
か
せ
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
出
し
物
は
、
二
日
目
の
朝
九
時
か
ら
夜

八
時
ま
で
の
三
〇
回
大
会
記
念
シ
ン
ポ
「改
め

て
原
子
力
開
発
の
あ
り
方
を
間
う
」
（三
幕
と

一寸
劇
）
で
あ
っ
た
。

一一　
田
原
氏
の
原
子
力
観
と
マ
ク
ナ
マ
ラ

元
長
官
の
熱
弁

記
念
シ
ン
ポ
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
内
外
の

識
者
に
よ
る
講
演
と
、
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
を
駆
け
足
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

田
原
総
一朗
氏
は
、
過
去
四
〇
年
間
の
原
子

力
を
め
ぐ
る
論
争
が
実
り
な
き
も
の
で
あ
り
つ

づ
け
た
の
は
、
原
子
力
を
包
摂
す
る
よ
う
な

「文
明
」
が
、
も
し
成
り
立
つ
も
の
な
ら
、
そ

れ
は
旧
来
の
、
あ

る
い
は
日
本
の

「文
化
」
と
ど
う

矛
盾
し
、
ま
た
い

か
に
し
て
そ
の
矛

盾
を

（宗
教
論
争

で
な
く
）
止
揚
し

う
る
も
の
か
。
そ
う
い
う
「文
化
」
の
視
点
が

欠
如
し
て
き
た
た
め
、
と
鋭
い
分
析
を
展
開
し

た
。
し
か
し
同
時
に
、　
一部
の
市
民
、
原
子
力

の
推
進
・反
対
の
中
に
、
こ
の
こ
と
に
微
か
に

気
づ
き
始
め
た
兆
候
を
感
じ
と
っ
た
こ
と
が
、

田
原
氏
が
委
員
長
を
敢
え
て
引
き
受
け
た
理
由

で
あ
る
、
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
ら
三
人
の
米
国
大
統
領
の
元
国
防

長
官
の
重
責
を
担
っ
た
Ｒ
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
氏

は
、
過
去
五
〇
年
の
冷
戦
時
代
の
「平
和
」
と

い
う
も
の
が
、
膨
大
な
核
爆
弾
の
上
の
正
に

「綱
渡
り
」
の
連
続
だ
っ
た
事
を
、
臨
場
感
溢

れ
る
語
り
で
回
顧
し
、
核
兵
器
は
人
類
に
と
っ

て
「危
険
極
ま
り
な
い
、
無
用
の
長
物
」
と
断

じ
た
。
そ
し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
、
世
界
の

安
全
保
障
の
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
急
ぐ
べ
し

と
熱
弁
を
振
る
っ
た
。

マ
氏
の
よ
う
な
こ
の
分
野
で
最
高
と
も
い
え

る
経
験
者
の
日
か
ら
、
熱
っ
ぽ
く
核
兵
器
廃
絶

の
緊
急
性
の
訴
え
が
聞
け
た
こ
と
は
、
時
代
の

大
き
な
流
れ
を
印
象
づ
け
る
。

〓
一　
科
学
者
は
「勇
気
」
を
持
っ
て
真
実

を
語
れ
、
と
フ
エ
ラ
ン
女
史

科
学
と
健
康
全
米
会
議
の
議
長
Ｅ
。
フ
ェ
ラ

ン
女
史
は
、
公
衆
衛
生
学
の
権
威
。
極
端
な
環

境
論
者
が
間
違
っ
た
誇
大
な
情
報
を
流
し
、
そ

れ
に
常
に
マ
ス
コ
ミ
が
悪
の
り
し
て
き
た
。
そ

原子カー今、本音で語るとき

1500人近い参加者を集めた30回 記念大会

田原総一郎氏
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の
結
果
ど
れ
だ
け
現
代
社
会
の
発
展
を
阻
害
し

て
き
た
こ
と
か
、
実
例
を
挙
げ
て
説
明
し
、
こ

の
よ
う
な
「つ
く
ら
れ
た
恐
怖
」
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
糧
の
、
忍
び
寄
る
「大
き
な
リ
ス

ク
」
に
対
す
る
、
社
会
の
「不
感
症
」
を
醸
成

し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
真
実
を
識

る
は
ず
の
科
学
者
の
多
く
が
、
「世
間
の
評
判

を
恐
れ
て
」
明
ら
か
な
間
違
い
に
対
し
て
も
口

を
閉
ざ
し
て
い
る
事
実
に
強
い
憂
慮
を
表
明
、

科
学
者
は
「己
が
良
心
あ
る
な
ら
」
勇
気
を

も
っ
て
発
言
す
べ
し
、
と
卓
を
叩
い
て
強
烈
に

訴
え
た
。

低
レ
ベ
ル
放
射
線
の
安
全
性
も
当
然
、
彼
女
の

指
摘
の
対
象
で
あ
り
、
関
係
学
者
の
間
で
こ
の
様

な
「社
会
的
責
任
」
に
つ
い
て
の
論
議
く
ら
い

は
、
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ
て
い
い
と
痛
感
す
る
。

四
　
ハ
ナ
エ
・
モ
リ
・
ム
ン
ン
ユ
ウ
ー
魅
力

の
秘
密

午
餐
会
で
の
卓
話
は
、
暫
し
「千
不
ル
ギ
ー
・

原
子
力
」
を
離
れ
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
外
国

か
ら
の
参
加
者
（今
年
二
〇
〇
名
）
に
も
興
味
深

い
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
貰
お
う
と
い
う
趣
向
。
毎

度
そ
の
人
選
に
苦
慮
す
る
の
だ
が
、
今
回
は
向
坊

会
長
と
田
原
委
員
長
の
意
見
が
奇
し
く
も
一致
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
（文
化
勲
章
受
章
者
）
の
森
英
恵
氏

に
依
頼
し
た
。
森
氏
の
「東
と
西
の
融
合
」
は
、

優
に
本
大
会
の
基
調
講
演
に
も
ふ
さ
わ
し
い
風
格

を
備
え
て
い
た
。
二
〇
年
前
東
洋
人
で
初
め
て
閉

鎖
的
な
パ
リ
・オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
加
入
を
認

め
ら
れ
る
ま
で
苦
闘
、
東
と
西
の
文
化
の
違
い
を

噛
み
じ
め
、
そ
の
融
合
の
出
発
点
は
己
の
ル
ー

ツ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
の
確
立
な
り
と
達
観
、

「デ
ザ
イ
ン
」
の
な
か
で
、
東
と
西
の
融
合
へ
の

道
を
突
き
進
ん
で
こ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、　
コ
〓

世
紀
は
科
学
の
世
紀
、
人
間
の
生
き
ざ
ま
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
時
代
」
と
し
、　
で
」れ
か
ら

は
地
球
規
模
で
地
球
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
大

切
」
と
、
印
象
深
く
締
め
く
く
ら
れ
た
。

ハ
ナ
エ
。
モ
リ
・
ム
ッ
シ
ュ
ウ
の
フ
ァ
ン
で

あ
る
筆
者
は
、
そ
の
味
わ
い
の
奥
深
さ
の
根
源

に
触
れ
た
思
い
が
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

五
　
別
れ
る
新
エ
ネ
の
評
価
¨
廃
棄
物
に

は
横
断
的
思
考
を

一二
つ
の
パ
不ヽ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
紙
面
の
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
意
図

と
そ
の
達
成
度
へ
の
筆
者
な
り
の
評
価
に
つ
い

て
、
（で
き
る
だ
け
正
直
に
）
述
べ
る
に
と
ど

め
よ
う
。

「代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割
と
未
来
」
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
少
国
日
本
に
お
け
る
原
子
力

の
将
来
の
役
割
の
論
争
で
、
い
つ
も
出
て
く
る

基
本
問
題
の
一
つ
「新
エ
ネ
で
ど
こ
ま
で
や
れ

る
？
」
に
答
え
よ
う
と
し
た
も
の
。
も
っ
と
言

え
ば
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
三
〇
％
は
い
け
る

と
い
う
少
数
派
と
、
頑
張
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
三

％
と
言
う
多
数
派
の
、
大
き
な
隔
た
り
の
ポ
イ

ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
を
ハ
ッ
キ
リ
し
て
み

た
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
の
基
調
講
演
「世
界
が
直
面
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
問
題
」
は
元
米
国
エ
ネ
省

副
長
官
Ｗ
。
マ
ー
チ
ン
氏
、
パ
ネ
ル
議
長
の
今

井
隆
吉
教
授
等
と
と
も
に
、
世
界
の
識
者
の
意

見
を
集
約
し
た
「脱
・
二
〇
一〇
年
の
危
機
」

の
著
者
。
二
〇
一〇
年
ま
で
の
世
界
の
経
済
成

長
率
を
低
く
二
％
程
度
と
み
て
も
、
開
発
途
上

国
を
中
心
に
エ
ネ
需
要
は
四
割
は
増
え
、
環
境

上
各
種
の
深
刻
な
影
響
と
と
も
に
中
東
へ
の
依

存
増
大
も
避
け
が
た
い
と
こ
ろ
、
米
国
の
政
治

的
な
安
全
保
障
上
の
役
割
と
と
も
に
、
日
本
の

原
子
力
の
安
全
な
利
用
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
「集
団
安
全
保
障
」
上
も
重
要
な
意
味

を
も
つ
、
と
要
約
し
た
。

ソ
フ
ト
・
エ
ネ
論
者
の
藤
井
石
根
氏
も
、
国

民
の
意
識
改
革
を
含
め
経
済
成
長
と
エ
ネ
需
要

の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
努
力
の
必
要
性
と
、
ソ

フ
ト
・
エ
ネ
の
技
術
開
発
資
金
の
強
化
を
主
張

し
た
ほ
か
、
石
炭
・石
油
も
廃
棄
物
処
理
処
分

の
費
用
負
担
を
明
確
に
す
べ
し
と
述
べ
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
す
が
に
専
門
家
が
揃
え
た

パ
ネ
ル
だ
つ
た
だ
け
に
、
千
不
ル
ギ
ー
の
需

要
・供
給
・環
境
上
の
深
刻
な
問
題
の
す
べ
て

が
、
網
羅
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り

で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
間
で
「質
的
に
は
」
意

見
の
大
き
な
食
い
違
い
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
確
か
に
立
派
な
成
果
と
言
え
る
が
、
次
に

は
何
と
か
「量
的
か
つ
本
音
の
」
議
論
へ
と
展

開
し
て
い
き
た
い
。

在
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
（石
油
・石
炭
・
ガ
ス
）

と
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
を
廃
棄
物
の
面
で
対

比
す
る
と
、
前
者
の
Ｓ
Ｏ
ｘ
。
Ｎ
Ｏ
ｘ
に
対
応

す
る
の
が
、
原
子
力
の
場
合
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
あ
る
程
度
不
可
避

的
に
発
生
す
る
も
の
の
、
燃
焼
方
法
の
工
夫
等

に
よ
っ
て
質
量
と
も
に
か
な
り
軽
減
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
石
炭
等
の
炭
素
燃
焼
か
ら
発
生

す
る
炭
酸
ガ
ス
は
、
原
子
力
（核
分
裂
）
に
伴

う
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
と
同
じ
く
、
い
ず
れ
も
発

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
完
全
に
正
比
例
し
て
不
可
避

的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
す
で
に
我
々
現

熱弁を振るうマクナマラ氏

特別講演の森英恵氏
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世
代
は
、
前
々
世
代
以
来
燃
や
し
続
け
た
燃
料

の
た
め
、
大
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
が
上
昇

し
、
い
ま
や
「地
球
環
境
問
題
」
は
南
北
問
題

も
か
ら
み
、
人
類
の
直
面
す
る
最
大
の
難
問
と

な
っ
て
い
る
。

原
子
力
の
場
合
、
二
つ
の
原
爆
と
ビ
キ
ニ
の

悲
劇
を
経
て
始
ま
っ
た
平
和
利
用
で
は
、
環
境

影
響
と
廃
棄
物
で
は
細
心
の
配
慮
を
払
っ
て
開

発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
和
利

用
で
は
、
唯
一旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
ル
事

故
を
除
き
、
人
体
・環
境
へ
の
悪
影
響
な
し
に

進
め
ら
れ
て
き
た
し
、
最
も
手
ご
わ
い
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
処
理
技
術
は
実
用
の
域

に
あ
り
、
処
分
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
国
で
準

備
金
の
積
立
制
度
が
で
き
深
地
下
処
分
の
実
験

に
着
手
し
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
（日
本
は

こ
の
点
出
遅
れ
て
い
る
が
）
。

ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
必
ず
廃
棄
物
を
伴

う
。
に
か
か
わ
ら
ず
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
廃
棄

物
問
題
を
総
覧
し
て
検
討
す
る
試
み
は
、
日
本

で
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
や
は
り
、
原
子

力
は
科
技
庁
、
在
来
エ
ネ
は
通
産
省
と
い
う
縦

割
り
行
政
の
欠
陥
の
一
つ
と
言
え
る
。
深
海
慶

大
教
授
を
議
長
の
パ
ネ
ル
「エ
ネ
ル
ギ
ー
の
廃

棄
物
に
ど
う
対
処
す
る
？
」
は
、
そ
の
初
め
て

の
試
み
で
も
あ
っ
た
。

基
調
講
演
の
英
国
の
Ｇ
。
マ
ー
シ
ュ
博
士
は

い
く
つ
か
の
国
際
機
関
の
調
査
結
果
を
紹
介
し

た
。
た
と
え
ば
廃
棄
物
処
理
処
分
の
全
コ
ス
ト

（外
部
コ
ス
ト
）
は
、
石
炭
。石
油
の
場
合
、

炭
酸
ガ
ス
の
影
響
を
除
い
て
も
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
あ
た
り
一な
い
し
二
円
、
原
子
力
は
す
べ
て

を
含
め
〇
・三
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

原
子
力
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

の
手
順
・考
え
方
に
つ
い
て
は
、
中
島
篤
之
助

氏
か
ら
深
地
下
処
分
だ
け
を
追
求
し
な
い
で
、

た
と
え
ば
深
海
底
下
の
深
地
層
へ
の
処
分
な
ど

の
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
も
並
行
し
て
研
究
す
る

事
、
固
化
体
の
地
上
で
の
貯
蔵
冷
却
期
間
は

も
っ
と
長
く
一〇
〇
年
程
度
取
る
べ
し
と
、
ユ

ニ
ー
ク
な
提
案
が
あ
っ
た
。

明
確
な
意
見
表
明
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
千
不

ル
ギ
ー
全
体
の
廃
棄
物
問
題
を
総
合
的
横
断
的

に
考
え
れ
ば
、
最
も
緊
急
に
大
き
な
資
金
を
投

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
全
地
球
的
に
み

て
、
や
は
り
地
球
温
暖
化
の
元
凶
ら
し
い
炭
酸

ガ
ス
の
処
理
処
分
対
策
で
あ
ろ
う
。
原
子
力
の

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
に
対
し
て
は
、
将
来
確
実
に

実
行
可
能
な
事
を
見
極
め
る
研
究
、
最
善
の
方

式
の
選
択
研
究
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
千
不
ル
ギ
ー
全
体

の
廃
棄
物
を
総
合
的
に
見
て
は
じ
め
て
ひ
ら
け

て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
幾
つ

か
の
発
言
や
意
見
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
向
へ

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
生
ま
れ
る
事
が
期
待
さ
れ

フ一。
エハ　
村
田
講
演
に
意
味
深
長
な
「呟
き
」

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ば
、
そ
れ
こ
そ

必
要
、
と
い
え
る
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る

の
は
、
ア
ジ
ア
の
原
子
力
協
力
の
体
制
、
い
わ

ゆ
る
「ア
ジ
ア
ト
ム
」
に
つ
い
て
の
議
論
の
現

状
だ
ろ
う
。
す
で
に
協
力
の
あ
り
方
の
議
論
も

久
し
い
と
い
う
の
に
、
話
は
堂
々
め
ぐ
り
、
原

子
力
先
進
国
の
全
て
が
首
脳
外
交
を
展
開
す
る

な
か
で
、
日
本
の
み
が
国
際
協
力
に
本
格
的
に

乗
り
出
せ
な
い
こ
と
の
、
ま
る
で
「言
い
訳
」

探
し
の
た
め
の
「審
議
会
」
な
ど
が
目
立
つ
。

今
回
は
、
こ
の
問
題
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
、
村
田
浩
氏
に
「私
の
描
く
″ア
ジ
ア
ト

ム
〃
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を
頼
み
、
関
係
諸

国
と
の
議
論
の
き
っ
か
け
を
、
と
い
う
の
が
、

最
終
パ
ネ
ル
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
ウ
ラ

ン
資
源
、
濃
縮
、
使
用
済
み
燃
料
さ
ら
に
保
障

措
置
等
々
…
を
、
（資
金
・技
術
は
力
あ
る
国

が
負
担
す
る
と
し
て
）
「適
当
な
国
で
分
担
す

る
」
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
と
に
、　
一

つ
の
試
案
を
提
示
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
は
必
ず
し
も
こ
の
構
想
に
集
中

せ
ず
、
制
限
事
項
や
協
力
希
望
事
項
の
指
摘
や

表
明
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
（村
田
氏
の
耳

に
）
先
進
国
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
「日
本
に
も

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
が
い
た
の
か
」

と
い
う
呟
き
が
聞
こ
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、

い
つ
も
「洞
ヶ
峠
を
き
め
こ
む
」
ば
か
り
の
日

本
に
対
す
る
皮
肉
だ
っ
た
の
か
、
や
っ
と
日
本

も
重
い
腰
を
上
げ
そ
う
、
と
い
う
「期
待
」
な

の
か
、
は
た
ま
た
「懸
念
」
な
の
か
、
そ
の
混

じ
り
合
っ
た
気
持
の
表
出
だ
っ
た
の
か
、
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。

七
　
聞
く
人
、
聞
き
方
に
よ
り
、
ヒ
ン
ト

が
満
載

さ
て
本
大
会
の
山
場
だ
っ
た
二
日
目
の
「改

め
て
開
発
の
あ
り
方
を
問
う
」
の
要
約
と
総
括

に
入
ろ
う
。
第
一部
「原
子
力
は
な
ぜ
″迷
惑

施
設
″
と
い
わ
れ
る
の
か
」
。
議
長
は
鳥
井
弘

之
日
経
論
説
委
員
。
基
調
講
演
は
高
木
仁
三
郎

氏
「原
子
力
施
設
が
嫌
わ
れ
る
こ
れ
だ
け
の
理

由
」
。

無
論
原
子
力
施
設
の
全
部
が
嫌
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
原
子
力
や
放
射
線
の
潜
在

危
険
性
と
い
う
も
の
が
市
民
に
警
戒
さ
れ
る
背

景
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
直
接
の
動
機
は

別
に
あ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
当
の
批
判
の
論

本音を出し合っての活発な論議にわく市民集会
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客
か
ら
直
接
聞
こ
う
と
い
う
、
何
と
も
厚
か
ま

し
い
企
画
で
は
あ
っ
た
。
当
の
高
木
氏
に
し
て

も
、
下
手
を
す
れ
ば
、
「敵
に
塩
を
送
る
」
だ

け
に
終
わ
り
か
ね
な
い
だ
け
に
、
お
仲
間
の
了

解
な
ど
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
す
る
。

そ
し
て
（少
な
く
と
も
本
大
会
に
関
す
る
限

り
）
高
木
氏
が
科
学
者
と
し
て
冷
静
な
批
判
者

の
立
場
を
守
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
筆
者
も
敬
意

を
表
し
た
い
。
さ
て
同
氏
の
指
摘
は
、
①
危
険

性
を
認
め
た
が
ら
な
い
、
②
金
で
片
付
け
よ
う

と
す
る
、
③
情
報
公
開
に
消
極
的
（商
業
機
密

に
隠
れ
、
難
し
い
言
葉
で
平
気
）
④
議
論
を
逃

げ
る
、
⑤
住
民
の
意
思
を
理
解
し
よ
う
と
せ

ず
、
⑥
唯
原
発
主
義
、
⑦
外
部
意
見
に
頑
迷
な

「原
子
力
仲
間
」
意
識
の
七
つ
に
要
約
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
②
に
関
連
し
、
柏
崎
商
工
会

議
所
の
内
藤
信
寛
氏
か
ら
、
柏
崎
の
場
合
決
し

て
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
地
元
は
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
誇
り
を
も
っ
て
協
力
し

つ
つ
、
い
ろ
ん
な
制
約
を
乗
り
越
え
て
地
域
の

発
展
に
結
び
つ
け
て
い
る
状
況
を
説
明
し
、

「迷
惑
」
し
て
い
る
地
域
ば
か
り
で
な
い
事
を

示
し
た
。

同
じ
く
立
地
地
域
か
ら
、
小
木
曽
美
和
子
氏

は
危
険
情
報
に
揺
れ
る
市
民
の
心
情
を
含
め
基

調
講
演
を
裏
付
け
る
説
明
と
と
も
に
、
情
報
公

開
が
な
か
な
か
す
っ
き
り
し
な
い
、
そ
の
背
後

に
役
所
の
干
渉
あ
り
と
鋭
く
指
摘
し
た
。

評
論
家
舛
添
要
一氏
は
、
原
子
力
発
電
へ
の

認
知
度
が
曖
味
に
さ
れ
た
ま
ま
、
過
疎
地
に
対

し
旧
態
依
然
た
る
手
法
で
計
画
を
進
め
る
こ
と

の
限
界
と
弊
害
を
指
摘
し
、
端
的
に
い
え
ば

「東
京
湾
地
域
に
原
発
」
を
真
剣
に
検
討
す
る

こ
と
が
国
民
の
真
面
目
な
議
論
を
引
き
起
こ
す

「妙
薬
」
と
な
る
と
し
た
。
法
的
に
は
拘
束
力

も
な
い
住
民
投
票
な
ど
が
現
実
に
力
を
持
ち
、

基
地
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・産
業
廃
棄
物
等
の
国
家

の
根
幹
に
係
わ
る
問
題
に
、
そ
の
つ
ど
地
元
の

声
に
小
手
先
で
対
応
す
る
よ
う
な
事
を
し
て
い

る
と
、
日
本
は
「国
」
の
体
を
な
さ
な
く
な

る
、
憲
法
改
正
も
視
野
に
い
れ
た
真
剣
な
取
り

組
み
が
必
要
と
、
危
機
を
訴
え
た
。

技
術
史
家
石
谷
清
幹
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
短
時

間
な
が
ら
、
技
術
と
い
う
も
の
は
常
に
生
成
発

展
す
る
も
の
、
「旧
守
」
の
好
き
な
日
本
人

も
、
若
者
を
中
心
に
見
事
な
転
換
を
な
し
遂
げ

た
歴
史
も
あ
る
。
安
全
確
保
に
つ
い
て
も
、
お

上
の
権
威
に
す
が
る
在
来
の
制
度
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

世
界
に
通
用
し
な
い
等
々
、
示
唆
に
富
む
話

だ
っ
た
。

八
　
国
会
の
お
偉
方
、
三
時
間
「缶
詰
」

の
収
穫
。
「エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法
」

等
々

昼
休
み
の
時
間
を
割
い
て
緊
急
報
告
「東
海

ア
ス
フ
ア
ル
ト
火
災
・爆
発
」
で
、
動
燃
か
ら

の
陳
謝
と
若
干
の
技
術
説
明
が
あ
っ
た
後
、
午

後
は
い
よ
い
よ
、
日
頃
暗
一騒
に
紛
れ
て
お
ら
れ

る
国
会
の
先
生
方
よ
、
千
不
ル
ギ
ー
・原
子
力

を
ど
ん
な
に
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
か
と
、

多
く
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
た
。

議
長
は
田
原
氏
、
各
党
政
調
会
長
が
顔
を
揃

え
た

（共
産
党
代
表
の
急
病
で
の
欠
席
は

ち
ょ
っ
と
惜
し
か
っ
た
）
。
議
長
の
例
に
よ
っ

て
の
鋭
い
切
り
込
み
に
も
、
さ
す
が
国
会
の
ベ

テ
ラ
ン
は
理
路
整
然
と
対
応
さ
れ
、
高
速
増
殖

炉
の
進
め
方
な
ど
意
見
の
相
違
は
あ
る
も
の

の
、
総
論
賛
成
・各
論
反
対
の
風
潮
が
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
根
幹
を
揺
る
が
し
つ
つ
あ
る
事
で

完
全
に
意
見
は
一致
し
た
。

そ
こ
ま
で
分
か
っ
て
い
て
「何
故
行
動
し
な

い
の
か
？・
各
論
や
″地
域
エ
ゴ
″
に
迎
合
し

て
当
選
し
て
き
た
国
会
の
先
生
方
で
は
し
ょ
せ

ん
無
理
な
の
で
す
か
」
と
詰
め
寄
る
田
原
氏
。

や
は
り
こ
ん
な
重
要
な
方
々
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・原
子
力
の
問
題
を
三
時
間
、
み
っ
ち
り

論
じ
て
貰
っ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

特
に
参
加
者
か
ら
の
質
疑
や
提
案
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ふ
く
め

た
「エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法
」
の
検
討
。制
定
で

四
者
の
意
見
が
一致
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
値

す
る
。
つ
ま
り
、
国
の
基
本
政
策
に
取
り
組
む

に
は
「基
本
法
」
と
い
う
橋
を
「皆
で
渡
る
」

ほ
か
な
し
、
と
い
う
本
音
も
で
た
興
味
津
々
の

パ
ネ
ル
だ
っ
た
。

九
　
本
音
の
議
論
の
も
つ
迫
力

「市
民
と
の
」
で
な
く
、
「市
民
の
意
見
交

換
会
」
と
銘
打
っ
た
の
は
、
今
大
会
の
基
調

テ
ー
マ
「い
ま
や
本
音
で
語
る
時
」
に
沿
い
、

す
べ
て
の
立
場
の
人
が
対
等
に
本
音
で
議
論
し

て
欲
し
い
と
言
う
願
い
か
ら
だ
っ
た
。
夕
五
時

か
ら
八
時
過
ぎ
ま
で
席
を
立
つ
人
も
な
く
、
参

加
者
四
五
〇
名
（う
ち
ハ
ガ
キ
申
込
み
の
一般

の
一〇
〇
名
、
推
進
・批
判
の
団
体
推
薦
の
約

一〇
〇
名
、
他
は
開
発
側
の
個
人
参
加
と
い
う

内
訳
か
）
。

田
村
和
子
共
同
通
信
論
説
委
員
の
司
会
で
、

申
込
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
た
意
見
や
質
問
を
呼

び
水
に
自
由
討
論
が
進
め
ら
れ
た
。
学
生
や
若

者
の
発
言
に
、
厳
し
い
中
に
深
い
知
識
に
基
づ

く
も
の
が
目
立
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
何
と
い
っ

て
も
、
間
髪
を
い
れ
な
い
本
音
の
応
酬
が
出
現

し
た
の
は
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
「原
発
は
上
司
の
了
解
な
し
に
本
当

に
止
め
ら
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
原
発

の
運
転
当
直
長
氏
「危
い
と
私
が
判
断
し
た
ら
即

刻
止
め
ま
す
」
、
田
村
司
会
「確
認
し
た
い
。
誰

か
原
発
の
経
営
管
理
者
、
い
ま
せ
ん
か
」
。
電
力

会
社
の
支
社
長
氏
が
手
を
あ
げ
て
発
言
「そ
の
通

り
間
違
い
あ
り
ま
せ
ぬ
」
。
こ
う
い
っ
た
オ
ン
タ

イ
ム
の
や
り
取
り
は
、
普
通
の
講
演
会
や
パ
ネ
ル

で
は
見
ら
れ
な
い
、
全
く
新
し
い
生
き
生
き
と
し

た
討
論
形
式
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
田
村
氏
が
総
括
し
た
通
り
「も
っ
と

意
見
が
あ
っ
た
は
ず
。
公
開
の
時
代
と
は
、
個

人
が
責
任
あ
る
意
見
を
い
い
、
対
応
す
る
秋
な

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
本
音
で
話
し
合
え
る
機

会
を
大
切
に
し
て
は
し
い
」

こ
れ
が
、
今
大
会
全
体
の
、
そ
し
て
市
民
集

会
の
評
価
で
あ
り
、
次
回
以
降
へ
の
私
の
期
待

で
あ
る
。
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